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･症例を経験 したので∴首千の文献的考察を加えて報吾

する.症例は56歳の男性.主訴は咳とLj渇感.8年前に

糖尿病を指摘されており未治療であった.CTで搾尾部

をこリソダ状の強 く造影される腰癖を認め,ERCPでは

酵野造影の欠損,血管造影では血管の豊富な魔癖を認め

た.手術は,鰐尾部切除,牌摘,Rlのリyパ節郭橋桁

を行し､.Pt.T3.So,Rl)I.1'O.トIP,N巨 上 St.Llge3

の所見であった.ソマ トスタチノ-マは1987年までかこま7

例の報告があり比較検討した.
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症例は,64才の女性.主訴は,異常行動.平成元年 3

の三散を満たし画像診断上揮休部紅塵療像が得られたた

め,鰐俸尾部切除術を施行.低血糖症状の消失をみた.

腫藤は,径10X7mm,抗イソスリソ抗体に染まり,鷲

顧上B細胞とは異なる円形の分泌額粒を多数認めた.術

前の血中 8尿中のCペプチドは正常下限-正常以下,75

goGTT では低血糖が見られたにも関わらず IR‡は-

質して低 く最高値 32mcU/mL 術後,血糖及び TR‡は

正常に復 した.

111ERCP精査滝 2号iこて脚lLl-:_し. L州;余~可能
であった鰐頭部癌の 旦例
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症例,57才,女性,昭和62年11月,胆石症にて ERCP

施行したが,押菅 . 総胆管に粗常なし.平成元隼11畑

開基性黄巾にて入院.ド1､el)施行後し')各種画像診断に

て鰐頭部癌と診断し輝頭十二指腸切除術を施行.術後の

摘出標本では鰐頭部に 3.5x2.5cm (T封 の鹿慶を認

め,組織診断は中分化型管状腺癌であった.一般に Tl

を小型鰐癌と考え,早期診断の目安としているが画像診

断の進歩 した現在でも早期診断の蘭ではかなり遅れてい

ら.-方小型鰐癌に関する経略的変化を報暫した例は極

めて少なく,ERCP精査後2年を愛せず T2鮮癌となっ

885

た本例は′ト型肝癌の発育過程を考える上で貴轟であり.

またそ(,')診断(7)難 しさを考えさせる1例であ一･二､じ

12)騨管乳頭状過形成 と粘液産生勝癌をこおける

粘液性状の比較検討
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育し,異型度も低いたれ 挿管乳頭状過形成tL:しり鑑別に

難渋すること_も少なくない.今性 両針7)鑑別iこおける

粘液染色の有用性を検討 したので報告 した.E材料と方

法ヨ乳頭状過形成呂例 摘堵病変6例を含む) 9病変69領

域,粘液産生肝癌1こき例l二i病変 11)5龍城 し管内進展部)杏

対象Ll二した. 1領域上は -乳頭状構造を中心で 二分した

半側とし さらに簡域を内腔より上中下部をこ三等分した

各領域に対し rll.∴dAli-i)̂S.トill_}AB.COS.ConA

斑染色を行い,中性ムチン,シアロムチソ,スルフォム

チソ,GOB,ConA Ⅲ型粘液陽性細胞の出現程度と出

現様式を求めた.なお,各蘭域は ConA m型粘液の出

現様式にて底部塾,散在塾,不染塾をこ分けて検討 した.

【結果】全般に癌は過形成に比 し粘液LT)分化傾向iこ乏 し

く,不染型では GOSに対する反応性が殆ど認められ

なかった,また,過形成では散在塾は認められず, 癌を

強 く疑わせる所見と考えられた,E結論ヨ粘液染色が病

理診断の一助になることが示軍資された.

13)広汎な腹膜播種 をきた した肝細胞癌の 1例

伊藤 信市･渡辺 僅tりj
早川 晃史 亜焼 餅治郎
大野 隆史 ･上村 朝輝
朝倉 均 (新潟大学第三内科)

肝細胞癌における腹膜藤橡の頻度は,肝癌研究会の報

告では約16%とされているがタ高度の癌性腐挟炎を望す

封JT･細1胞痛汗と ･椴に稀Lt二さIILている. 1椴に肝細胞癌が

腹膜播種を起こす機転として,癌腫が寮膜をこ進展し,そ

れを破ることにより腹膜に播穫する経絡が最も考えやす

いが,高度の播種が起こる以前をこ大出血を起こして死亡

することが多いためである.

奪回われわれは,特異な腹部エコ…所見を示 し,剖検

所見にて著明な腹膜播種を認めた肝細胞癌の1例を経験

した.癌腫は一部をこ肝外性発育を示 しており,綴線型と

しては,EdmomdsomⅣ塾を示 していた.このような症

例は稀少であり,若干の考察を加えてここに報告 した.


